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特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟 

平成 30 年度 定期総会 

 

議 事 録 

 

日 時：平成 30 年 10 月 28 日（日）14：00～17：00 

場 所：パラサポアリーナ 会議室 

出席者：猪谷千春、椎名茂、古市隆一、山本達夫、中村実彦、佐藤志郎、隅野礼雄、 

大日方邦子、志村謙、安藤佳代子、下谷昇平、大内智、二星謙一、森ユキ、大久保浩行、

山口聖子、荒井秀樹、夏目堅司、森井大輝、阿部光子、石井沙織、井上英年、木附好、五

味宣子、津田あさひ、平野敦司、河井修、小川聖一、原俊雄、上原祐子（30 名） 

 

委任者：新田佳浩、齋藤俊蔵、猪谷芳江、石田千里、井上義人、内野弘幸、沖川悦三、 

加藤弘明、金澤千尋、金谷浩克、木附博志、黒澤英章、菅伸江、菅間賀巳、鈴川知子、 

鈴木猛史、高村俊彦、田川伸子、⾧谷川優一、平野井重信、方壁雅治、堀切功、 

堀口祐二、三澤拓、村上大二、綿谷直樹、肴倉隆介、菅嶋康浩、三好雅樹、加藤弘、 

飯田拓也、岩間秀子、野島弘、佐藤朋美、今村正典、丸山靖、竹谷正史、藤田佑平、 

富士原裕三、柴田和明、大西輝雄、小林清美、山本修、東海林史朗、弓削勝吉、 

弓削縫子、弓削まり子、大場栄美子、狩野亮、（49 名） 

 

欠席者：村上眞治、阿部浩幸、（2 名） 

 

１．開会通告 

   山本専務理事より開会の通告があった。 

 

2．総会議⾧選出 

上原祐子氏が議⾧に指名され了承された。また上原議⾧より挨拶があり、次第の確認

がなされ、会議が開始された。 

 

3．定足数確認 

山本専務理事より定足数の確認がなされました。平成 30 年 10 月 28 日現在の正会員

は 81 名、出席 79 名（出席 30 名、委任状 49 名）であり、定足数を満たし本会は成立

するとの発言がなされた。 
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4．議事録署名人の選出と書記の指名 

議事録署名人は、夏目堅司氏、荒井秀樹氏、書記は石丸（事務局）が指名され了承さ

れた。 

 

5．審議事項 

１）第 1 号議案 平成 29 年度事業報告について 

山本専務理事より事業報告については、各事業担当役員から詳細を報告するよ

うに指示があり、それぞれ下記の担当者より報告があった。 

①アルペン・身体チーム：中村実彦氏 

②アルペン・知的チーム：大久保浩行氏 

③クロカン・身体チーム：佐藤志郎氏 

④クロカン・知的チーム：佐藤志郎氏（パラリンピック復帰のための活動） 

⑤スノーボード・身体チーム：二星謙一氏 

⑥普及委員会：志村謙氏 2 月にジャパンパラ競技会を実施した。 

⑦総務委員会：安藤佳代子氏 

⑧広報委員会：森ユキ氏 スポーツビズとの連携、HP の刷新。 

⑨マーケティング委員会：隅野礼雄氏 

⑩アンチ・ドーピング委員会：山口聖子氏 

⑪国際委員会：中村実彦氏 

⑫用具開発委員会：中村実彦氏 

 

質疑応答 

平野会員より、日本選手権開催について質問があった。が、山本専務理事より

今シーズンはジャパンパラのみ開催予定と説明した。また、2018 の選手登録シ

ステムの変更について質問があった。石井アルペンヘッドコーチより説明があ

った。 

 

事業報告について審議の結果、議⾧より意見を問い、賛成 77 名で異議無く承認

された。 

 

２）第 2 号議案 平成 29 年度決算報告について 

山本専務理事より決算についての報告があった。 

配布資料の活動計算書と計算書類の注記について事業別の損益の状況を基に、

連盟全体の収支について説明が行われた。 
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質疑応答があり、夏目会員より、出演報酬料と支払い報酬料についての質問あり、

隅野理事から説明を行った。 

決算報告について審議の結果、賛成 76 名、反対 2 名、棄権 1 名で異議なく承認され

た。 

大内監事より、10/9 に監事による監査を行い業務・会計が正しく行われていること

を認めた旨の報告があった。 

 

  ３）第 3 号議案 平成 30 年度役員について 

古市副会⾧より役員選任の経緯について、選出委員会では 10 月 4 日から 10 月 22

日まで選出のためのミーティングが行われたこと。21 名の理事のうち、留任 11 名

新任 10 名を選出し、監事には 2 名を選出したことの説明があった。 

理事候補者一覧を配布し検討していただき審議の結果、有効投票 77 名賛成 76 名、

反対 0 名、棄権 1 名で異議なく承認された。 

 

なお承認された平成 30 年度役員は下記の通り。 

 

氏名 種別 氏名 再任・新任 

椎名茂 理事、再任 渡辺孝次 理事、新任 

古市隆一 理事、再任 徳田康 理事、新任 

安藤佳代子 理事、再任 狩野亮 理事、新任 

隅野礼雄 理事、再任 菅間賀巳 理事、新任 

岩間秀子 理事、再任 内海けい 理事、新任 

大日方邦子 理事、再任 荒井秀樹 理事、新任 

小林清美 理事、再任 夏目堅司 理事、新任 

二星謙一 理事、再任 桜本利幸 理事、新任 

中村勝彦 理事、再任 井上真司 理事、新任 

新田佳浩 理事、再任 大内智 監事、再任 

山口聖子 理事、再任 宮田隆司 監事、新任 

東海林史朗 理事、新任   
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6．報告事項 

  １）平成 30 年度事業計画について 

各事業計画については、下記の担当者より報告があった。 

①アルペン・身体チーム：中村実彦氏 

②アルペン・知的チーム：大久保浩行氏 

③クロカン・身体チーム：佐藤志郎氏 

④クロカン・知的チーム：佐藤志郎氏 

⑤スノーボード・身体チーム：二星謙一氏 

⑥普及委員会事業：志村謙氏 

⑦総務委員会：安藤佳代子氏 

⑧広報委員会：森ユキ氏 

⑨マーケティング委員会：隅野礼雄氏 

⑩アンチドーピング委員会：山口聖子氏 

 

大久保前理事から、ノルディック ID のパラリンピック復帰の流れを聞きたい

との話があり、荒井新理事から現状の説明がなされた。ノルディック ID の参

加の流れが出来つつあり、アルペンはそれに追従する形でパラリンピック競技

になるかも。IPC のトレーニングキャンプに ID の選手が出ることで、ポイン

トを与える。（クラス分けは INAS が認めないため） 

参加を認める場合は、IPC ルールに準じたものになると思う。（中村実彦前理事

より） 
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 ２）平成 30 年度事業予算について 

山本前専務理事より予算について収入・支出の項目毎の報告があった。 

 

平野会員より、選手参加費の表示が各チーム毎にバラバラなので統一すべき

との意見があった。 

 

  ３）その他 

      特になし。 

 

7．新代表理事決定の報告および閉会通告 

定期総会を一時中断し第 3 号議案で承認された新理事及び新監事が退出し、新代表

理事の就任について審議した。定期総会が再開され、新代表理事の就任について審議さ

れたことの説明があり、新代表理事に椎名茂氏が就任した。 

 

 

議⾧より閉会通告があり、定期総会を終了した。 

 

 

 

議事録署名人 

 

 

議  ⾧                 上原 祐子                       

 

 

議事録署名人             夏目 堅司                         

 

 

議事録署名人             荒井 秀樹                        


